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協議会事務局 PHS:080-3497-2049・045-978-4976

発行者

第１６号
会長 馬場和清

平成２２年８月３０日発行

活 動 レ ポ ー ト（Ｈ２２春～Ｈ２２夏）

日時：平成２３年１月１１日（火）

午後２時～

（受付：午後１時４５分～）

場所：青葉区役所４階会議室
先着順に受付けます。

当日直接会場へ
詳しくは後日お知らせします。

第９回 ねことの暮らしを考える講演会

講師：藤田紘一郎先生 （演題未定）

PROFILE
１９３９年中国・旧満州生まれ。
東京医科歯科大学医学部卒、東京大学医学系
大学院博士課程修了後、東大・テキサス大学
で研究ののち、金沢医科大学教授、長崎大学
教授、東京医科歯科大学大学院教授を経て、
２００５年４月より東京医科歯科大学名誉教
授、人間総合科学大学教授。
専門は寄生虫学、熱帯医学、感染免疫学。日
米医学協力会議のメンバーとして、マラリア、
フィラリアなどの免疫研究の傍ら「寄生虫体
内の アレルゲ ンの発見」「 ATL ウイルスの伝
染経路の発見」など多くの業績をあげる。
１９９５年「笑うカイチュウ」で講談社出版
文化賞を受賞。
日本寄生虫学会賞、講談社出版文化賞、日本
文化振興会社会文化功労賞および国際文化栄
誉賞受賞。

会員、来賓の方々に列席していただき、
総会を開催いたしました。２１年度の行
事、決算報告と２２年の予算案承認など
例年通りの議事に加えて、会長はじめ一
部役員の交代も承認されました。新規役
員は下記一覧の通りです。

参加費無料

テレビでおなじみ

カイチュウ博士

としても有名な

藤田紘一郎先生

のお話

来年の1月11日

がとっても

楽しみだニャ

第９回定期総会開催 （６月９日）
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参与

：馬場 和清

：辻 裕介

：鈴木 道夫

：太田 成江

：加藤 賢郎

：日向 千絵

：小林 尚子

：山下理恵子

：長澤 恵子

：井上満知子

：斉藤 正美

：滝口 純子

：辻本 愛子

：山田 康裕

：森田 昌弘

馬場動物病院 院長

フォレスト動物病院 院長

可愛動物病院 院長

神奈川捨猫防止会

青葉区保健活動

推進委員会 会長

ニュータウン動物愛護会

神奈川捨猫防止会

ねこのようちえん 代表

神奈川捨猫防止会

キャットメイト

キャットメイト

青葉区保健活動

推進委員会 副会長

青葉福祉保健センター長

青葉区獣医師会 会長

青葉区福祉保健センター

生活衛生課長

ごあいさつ
本年度より、青葉区ねことの暮らしを考える協議会の
会長を務めさせていただくことになりました。この協議
会も１０年目を迎え、井本前会長を始め、協議会に携
わってきた役員理事の方々のご努力により、かなり円
熟した会になってきていると思います。これを継承しつ
つ、私としては大変微力ですが、役員理事および会員
皆様方のご協力を得ながら、更により良い協議会にな
るよう努力して参りたいと思っております。

会長 馬場 和清

青葉区ねことの暮らしを考える協議会会員の皆様、
はじめまして。今年度より事務局担当となりました獣
医師の辻と申します。よろしくお願いいたします。
平成１４年に設立されて以来、ノラ猫の不妊・去勢手
術をはじめ猫の適正飼育の啓発等廃れることなく事業
を続けられていることはとてもすばらしいことと思いま
す。このことは会員の皆様のご協力あっての賜物であ
り、感謝いたしております。今後も人にとっても猫にと
ってもより良い環境を構築できるよう引き続きのご協
力をよろしくお願いいたします。

事 務 局 長 辻 裕 介

今年度より青葉区ねことの暮らしを考える協議会の会
計を担当することになりました可愛動物病院の鈴木で
す。
昨年の理事会での話し合いを聞くうちに、会で行って
いることや、これからの方向性について少しずつつか
めるようになりました。会のために力を尽くされてきた
キャットメイトさんや、理事の方々の苦労がわかるよう
になり、責任の重さを今、感じています。
私は会計という立場から皆さんのご意見、ご希望と会
計を照らし合わせ、可能なことは即実行していこうと考
えています。今後ともよろしくお願い致します。

会計理事 鈴木 道夫
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第 ８ 回 ね こ と の 暮 ら し を 考 え る 講 演 会

「猫と人が共に幸せに暮らせる社会に向けて」

講 師 ： 山 口 千 津 子 先 生 (社 ）日本動物福祉協会獣医師調査員

平成２２年３月２日

青葉区役所会議室にて
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区民祭り 健康フェスティバル

ニ ュ ー タ ウ ン 動 物 愛 護 会

日 向 千 絵

１１月３日(文化の日) 青葉区役所にて
今年も参加します

詳しくは広報青葉１０月号にてお知らせします。

商品の売り上げは

すべて不幸な猫を増やさない

ための活動資金(不妊・去勢

手術など)にあてられます。
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・猫に関する日頃の悩みなど、ざっくばらんに
おしゃべりしながら楽しい時間を過ごしましょう。

・キャットメイト以外の方もご参加いただけます。
皆様お誘い合わせのうえお気軽にご参加下さい。

・ご都合のつく短時間の参加でもオーケーです。

・手作りの好きな方は、トールペイント、缶バッジ
作りなどにもチャレンジしてみませんか？
誰にでも簡単にできます。

大好評 当協議会オリジナルグッズ・手作りトール
ペイント小物などの販売をしています。

時間：午前 11:00 ～午後 4:30
場所：青葉区役所ロビー売店横（102 会議室）

平 成 ２ １ 年 度 収 支 決 算
平成21年5月～平成22年4月

出来ることだけで結構です。お手
伝いいただける方ご連絡ください。

・キャットメイト交流会当日の
販売のお手伝い

・秋の催しのお手伝い
・新しい飼い主探し
・動物病院への猫ちゃんの搬送
・印刷物の作成及び発送 等々

お問い合わせ 協議会事務局 電話：080-3497-2049
青葉福祉保健センター生活衛生課

電話：045-978-2465

キ ャ ッ ト メ イ ト 交 流 会

毎 月 第 ２ 水 曜 日 は 楽 し い

ご寄付のお願い

科目 予算額 決算額

前年度繰越金 921,930 921,930

一般会員会費 193,000 140,000

賛助会員会費 70,000 40,000

獣医師会会費 162,000 156,000

寄付金 200,000 360,700

募金 100,000 170,097

補助金 69,750 69,750

雑収入 200,000 219,681

収入計 1,916,680 2,078,158

科目 予算額 決算額

事務用品費 30,000 19,438

通信費 150,000 127,940

不妊去勢事業 550,000 557,325

適正飼育啓発事業 250,000 130,000

広報事業 300,000 232,292

新しい飼い主探し事業 450,000 0

会議費 50,000 0

予備費 136,680 95,600

支出計 1,916,680 1,162,595

事 務 局 よ り

協議会事務局が移転しました。

電話 ０８０－３４９７－２０４９（ＰＨＳ）
午前９時～午後５時

新事務局 : 横浜市青葉区黒須田３３－６ テッサリアあざみ野１F
フォレスト動物病院内（猫との暮らしを考える協議会事務局）

（事務局長：０４５－９７８－４９７６）
午前９時～午後１時、午後４時～午後７時の診察時間内
のみ電話受付（休診日／日曜・祝日・火曜日午後）

（フォレスト動物病院として電話にでますので、猫協に関する旨をお伝えください。）

平成２２年６月２８日の理事会において、

キャットメイトへの不妊・去勢手術費用の一部助成に関する
会則が以下のように変更になりました。

従来 今後

頭数の制限 年間５頭 制限なし

自己負担額
オス　４，０００円

メス　７，０００円

オス　３，０００円

メス　５，０００円

（ 平 成 ２ ２ 年 ７ 月 １ 日 よ り ）

※ ご 不 明 な 点 は 事 務 局 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

当協議会は

横浜市より、「青葉区役所と協働事業等でつながり

のある団体である。 」と指定され、売上金のすべて

を不幸な猫を増やさないための活動資金（不妊・去

勢手術など）にあてることを条件として、区役所102

会議室にて商品の販売を行っています。

新規会員及び
ボランティアさんの募集

随時募集しております。
私達スタッフは「不幸な猫を１匹で
も減らしたい！」と日々エネルギッ
シュに活動していますがスタッフが
足りません。

不幸な猫を増やさない為の活動資

金（不妊・去勢手術など）はまだ

まだ足りません。

当協議会ではこれからも猫との共

生を目指し、活動を続けて参りま

す。

皆様の温かいご理解とご支援をお

願い申し上げます。


